イエス 其の 弟子た ちと ピリ ポ • カイ ザ リャの 村々 に 

出で ゆき、 途 にて 弟子た ちに 問 ひて 言 ひた まふ 「人々 

は 我 を 誰と 言 ふか」 答へ て 言 ふ 「パプ テス マの ヨハネ、 

或 人 は ェ リャ、 或 人 は 預言者の 一 人」 また 問 ひ 給 ふ 「な 

んぢら は 我 を 誰と 言 ふか」 ぺテ 口答へ て 言 ふ 「なん ぢ 

は キリスト、 神の 子な り」 (マルコ 八 章 二 七) 

たいへん 危 いところ である。 イエス は 其の 苦悩の 果 

に、 自己 を 見失い、 不安の あま リ 無智 文盲の 弟子た ち 

に 向い 「私 は 誰です」 という 異状な 質問 を 発して いる 

ので ある。 無智 文盲の 弟子た ちの 答 一 つに 頼ろうと し 

ている ので ある。 けれども、 ぺ テロ は 信じて いた。 愚 



うに、 新約の サタン は 或る 意味に 於いて 神と 対立して 

いる。 即ち 一 つの 王国 を もって 之 を 支配し、 神と 同じ 

く 召使た ち を もっている。 悪鬼 どもが 彼の 手下で ある。 

その 国が 何処に あるか は 明瞭で ない。 天と地との 中間 

ところ 

(エペ ソニ ニー) のよう でも あり、 天の 処 (同 六-十 

二) という 場所 か、 または、 地の 底 (黙示 九 • 十一、 

二 〇. 一 以下) らしく も ある。 とにかく 彼 は 此の 地上 

を 支配し、 出来る限りの 悪 を 人に 加えようと している。 

彼 は 人 を 支配し、 人 は 生れながら にして 彼の 権力の 下 

にある。 この 故に 『この 世の 君』 であり、 『この 世の 神』 

であって、 彼 は 国々 の 凡ての 権威と 栄華と を もってい 



て 一 通、 私に 手渡した。 

「恐喝 は 冗談 だが。 これから は 気 を附け 給え。」 

「わかって います。」 

以下 は、 その 手紙の 全文で ある。 

—— 〇〇 兄。 生涯に いちどのお ねがいが ございます。 

八方 手 をつ くした のです が、 よい 方法が なく、 五六 回、 

巻紙 を 出したり、 ひっこめ たりして、 やっと 書きます。 

マ J の 辺の 気持ちお 察し 下さ い 。 今月末 ま で 必ず 必ずお 

返しで きる ゆえ、 XX 家 あたりから 二十 円、 やむ を 得 

ずば 十 円、 借りて 下さるまい か？ 兄に は、 決して ご 

めいわく をお かけし ません。 「太宰 がちよ つと した 失 



日。 治 拝。」 

意外な 事に は、 此の 手紙の ところどころに、 先輩の 

朱筆の 評が 書き込まれ ていた。 括弧の 中が、 その 先輩 

の 評で ある。 

—— 〇〇 兄。 生涯に いちどの (人間の いかなる 行為 

も、 生涯に いちどき りの もの 也) おねがいが ございま 

す。 八方 手 をつ くした のです が (まず、 三 四 人に も 出 

した か) よい 方法が なく、 五六 回、 巻紙 を 出したり、 

ひっこめ たりして (この辺 は 真実な らん) やっと 書き 

ます。 この辺の 気持ちお 察し 下さい (察し はっくが、 

すこし 変で ある) 今月末 ま で に 必ず 必ずお 返しで きる 



ゆえ、 XX 家 あたり (あたりと は、 おかしき 言葉な リ) 

から 二十 円、 やむ を 得ず ば 十 円、 借りて 下さるまい か？ 

兄に は、 決して ごめいわく をお かけし ません (この辺 

は 真実な らん も、 また、 あてに すべから ず) 「太宰 が 

ちょ つと した 失敗 をして、 困って いるから、」 と 申して 

(申して と は、 あやしき 言葉な り、 無礼な リ) 借りて 下 

さい。 三月 末に は 必ずお 返しで きます。 お金、 送るな 

リ、 又、 兄 御自身お 遊びが てら 御 持参く だされたら (か 

れ 自身 は 更に 動く 気な きものの 如し、 かさねて 無礼な 

り) よろこび (よろこびと は、 真ら しき も、 かれ も 落 

ちた る ものな り) これに 過ぎた る は、 ございません。 



図々 しい、 わがまま だ、 勝手 だ、 なまいき だ、 だら し 

ない、 いかなる 叱正 を も 甘受いた す 覚悟です (覚悟 だ 

けはいい。 ちゃんと 自分の こと は 知っている。 けれど 

も、 知っている だけな リ) 只今、 仕事 をして 居ります _ 

この 仕事が できれば (この辺 同情す) お金が はいり ま 

す。 一日 早ければ 一日 早いだ け 助かります。 二十日に 

要る のです けれど (日数に 於いて 掛値 あるが 如し、 注 

意 を 要す) おそく だと、 私の ほうで も 都合つ くので す 

が (虚飾の み。 人 を 愚弄す る こと 甚 しきもの あり) 万 

事 御 了察のう え、 お願い 申し あげます。 何事 も 申し あ 

げる 力が ございません (新派 悲劇の せりふの 如し、 人 



を 喰って る) 委細 は 拝眉の 日に。 三月 十九 日。 治 拝。 

(借金の 手紙と して 全く 拙劣 を 極む る ものと 認む。 要 

みじん 

する に、 微塵 も 誠意と 認 むる ものな し。 みな ゥソ 文章 

なり) 

「これ は ひどいで すねえ。」 私 は 思わず 嘆声 を 発した 。 

あき 

「ひどいだろう？ 呆れたろう。」 

「いいえ、 あなたの 朱筆の ほうが ひどいで すよ。 僕の 

> J - つち 

文章 は、 思って いた 程で も 無かった。 狡 智の極 を 縦横 

に 駆使した 手紙の ような 気がして いたので すが、 いま 

読んで みて 案外 まともな ので 拍子抜けが したくら いで 

す。 だいいち、 あなたに こんなに 看破され て、 こんな、 



無慙に 傷つけ る。 私 は 素早く 別れた ので ある。 帰る 

途々、 つまらない 思いであった。 相手の 夢 をいた わる 

という 事 は、 淋しい 事 だと 思った。 

あくる 日、 手紙が 来たので ある。 

「生れて、 二十 三年になります けれども、 今日 ほどの 

恥辱 を 受け た 事 は ございません。 私が どんな 思いで あ 

なた をお 待ちして いたか、 ご存じで しょうか。 あなた 

は 私の 顔 を 見るな リ、 くるりと 背 を 向けて お帰りに な 

りました。 私の まずしい 病室と、 よごれて 醜い 病人の 

姿に 幻滅して、 閉口して お帰りに なりました。 あなた 

ぞうきん 

は 私 を 雑巾み たいに 軽蔑な さった。 (中略) あなた は、 
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